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海外自治体幹部交流協力セミナー2024（シドニー事務所管内） 

事 業 概 要 

 
１ テーマ  

UBEビエンナーレを活用した観光と地域活性化の取組 

２ 海外参加者数：4名 

Ray Chung レイ チャン 団長 

ニュージーランド、ウェリントン市、議員 

Mathew Dickerson マシュー ディッカーソン  
オーストラリア、ダッボー地域カウンシル、議員 

Rebecca Hayesレベッカ ヘイズ 
オーストラリア、タンビーベイ市、CEO 

Nicola Burgessニコラ  バージェス 

ニュージーランド、ワカタネ市、マネージャー 

 

３ 日程〔2024年 12月 1日（日）～7 日（土）〕 

月 日  予 定  宿泊地  

12/1(日)  ・参加者来日、オリエンテーション  東京都  

12/2(月)   
・東京セミナー（日本の地方自治講義、都内施設視察）  

・クレア主催歓迎レセプション  
東京都  

12/3(火)   

・受入団体（山口県宇部市）へ移動  

・地方交流事業（概要説明・宇部市長表敬）  

・宇部市主催歓迎夕食会  

宇部市 

12/4(水)  ・地方交流事業（視察）  宇部市 

12/5(木)  
・地方交流事業（視察、意見交換会）  

・帰国前夕食会  
宇部市 

12/6(金)  
・東京都へ移動  

・自由行動  
東京都  

12/7(土)  ・参加者帰国  －  
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４ 実施内容 

《東京セミナー：12月 2日（月）》 

（１） 日本の地方自治に関する講義（明治大学教授 木村俊介） 

山口県宇部市訪問前に、参加者の日本の地方自治に関する理解促進を

図るため、明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科の木村俊介教授に

よる講義を開催した。木村教授から地方自治体の基本構造や役割につい

て、日本とオーストラリア・ニュージーランドを比較しながら説明して

いただいたことで、日本の地方自治体を取り巻く現状について理解を深

めた。 

   

 

（２） 国立新美術館 

続いて、国立新美術館を訪れ、独創的な建築デザインと広々とした展示空間で多様な企画展が同時開催さ

れており、美術の多様性を体感し日本の美術文化の奥深さと発信力を再認識した。 

 

 

（３）浅草寺及び浅草周辺 

 参加者は午後から浅草寺に向かい、まず「雷門」を訪れた。続いて、日本の伝統と文化が息づく「仲見世

通り」を散策し、さまざまなお土産店を巡りながら日本の歴史と文化への理解を深めた。 

 

（４）CLAIR主催歓迎夕食会 

CLAIRが主催する歓迎夕食会を開催し、参加者４名のほか、クレアから

常務理事、クレアシドニー事務所赴任予定者等が参加した。参加者の出

身自治体やセミナーテーマなどに関し、忌憚のない意見交換を行い、親

睦を深める良い機会となった。 
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《山口県宇部市セミナー：12月 3日（火）～12月 5日（金）》 

 

（１）宇部市概要説明  

まず、宇部市観光交流課から、宇部市の概要について説明があった。その後、観光施策についての詳細な

説明が続いた。さらに、文化振興課からは「彫刻によるまちづくり」をテーマにした取組の説明があり、宇

部市への理解を深めることができた。 

 

（２）宇部市長表敬訪問 

宇部市の受入れについて謝意を伝えるため、宇部市長へ表敬訪問を行

った。篠﨑市長による参加者への温かな歓迎の言葉や宇部市とオースト

ラリア・ニュージーランドの交流の取組の話題で盛り上がるなど、終始

和やかな雰囲気の表敬訪問となった。 

 

 

 

（３）宇部市主催歓迎夕食会 

宇部市主催の歓迎夕食会が国際ホテル宇部で盛大に開催された。開会

にあたり、宇部市長の挨拶に続き、市議会議長から乾杯の発声があった。

夕食会のプログラムには、「たましげ琴製作所」及び「宇部太鼓」から

迫力ある演奏、そして「南蛮音頭」の披露が盛り込まれ、参加者は宇部

市の豊かな伝統文化に触れる貴重なひとときを過ごした。閉会の挨拶で

は、（一社）宇部観光コンベンション協会会長が感謝の意を述べ、終始

和やかな雰囲気の中、交流と親睦を深めることができた。 

 

（４）ときわ動物園の視察 

平成 28 年 3 月にグランドオープンした「ときわ動物園」を訪問した。この動物園は、国内初となる全園

での「生息環境展示」を採用し、自然環境を忠実に再現した展示が特徴である。希少な霊長類を中心に特色

ある動物が飼育されており、参加者は動物本来の姿を間近で体験できる貴重な体験を得た。 

 

（５）UBEビエンナーレ彫刻の丘の視察 

続いて参加者は UBEビエンナーレ彫刻の丘を訪れた。広大な緑地に多

彩な彫刻が点在し、自然と芸術の調和を感じる空間である。参加者は UBE

ビエンナーレの作品を鑑賞した。作品ごとに異なる視点で楽しめ、市民

との交流や地域文化の発信拠点としての役割も印象的であった。 

 

（６）ときわ湖水ホールの視察 

常盤湖畔に隣接するときわ湖水ホール UBE ビエンナーレ彫刻の丘は、

自然豊かな環境に調和した多目的施設である。館内には過去の UBE ビエ

ンナーレの受賞作品等が展示されており、芸術文化の発信拠点としても

非常に魅力的であった。 
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（７）まちじゅうエヴァンゲリオンの視察 

「まちじゅうエヴァンゲリオン」は、街全体で人気アニメをテーマにし

た取組が展開され、地域活性化の新たな形を実感した。特に展示物や装飾

が訪問者を引きつけ、観光誘致や地元の魅力発信に寄与している点が印象

的であった。 

  

 

（８）琴崎八幡宮の視察 

琴崎八幡宮は、長い歴史と深い信仰に支えられた神社であり、地域住民か

ら長く親しまれている。広大な境内は静寂と荘厳さに満ち、古木や社殿が歴

史を物語っていた。視察を通じて、地域文化の象徴としての重要性と観光資

源としての可能性を再認識した。 

 

（９）藤河内茶園の視察 

 藤河内茶園は、小野湖の近くの小高い丘に広がる 30 万坪の広大な茶畑で、西日本で最大級のその景色は

圧巻であった。「山口茶」として出荷されているお茶の 9割以上が、ここで生産されており、地域資源を活

かした観光や産業振興の可能性を強く感じた。 

 

（１０）永山本家酒造場の視察 

 永山本家酒造場は、伝統的な酒造りと現代の技術を融合した取組が印象

的であった。視察では、蔵内の見学を通じて厳選された原料や製造過程へ

のこだわりを学び、日本酒文化の奥深さを実感した。地域資源を活用した

観光誘致やブランド発信の可能性も感じられた。 

 

 

 

（１１）意見交換会（宇部市役所） 

地方交流事業の総括のため、宇部市関係職員にご参加いただき、宇部市役

所にて参加者の視察結果について宇部市と意見交換を行った。宇部市の施策

に対して、参加者及び宇部市から活発な意見が出された。 

 

 

 

（１２）帰国前夕食会 

帰国前食会を宇部市内の飲食店で開催した。 

宇部市滞在の最終日ということもあり、視察に関すること以外にもお互いの文化等について交流するな

ど、和やかな雰囲気のもとで地方交流事業が締めくくられた。 

 

以上 


